
2012

5
Public
Relations
ONOMACHI
May_2012
No.591
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希望を胸に
飯豊小学校の入学式が４月６日に行われ、７人
の児童が新たに仲間となりました。
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公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
旧
館
を

新
築
す
る
た
め
、
震
災
後
か
ら
国
県

な
ど
に
対
し
、
そ
の
早
期
復
旧
支
援

を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
先
ご
ろ
福
島
県
が
ま

と
め
た「
浜
通
り
地
方
医
療
復
興
計

画
」に
お
い
て
は
、
当
病
院
は
、
阿

武
隈
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

の
救
急
医
療
と
入
院
医
療
の
提
供
を

図
る
医
療
機
関
と
し
て
整
備
を
支
援

す
る
と
さ
れ
、
こ
の
た
び
は
、
ヤ
マ

ト
福
祉
財
団
か
ら
施
設
整
備
に
向
け

た
助
成
決
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
現
地
に
お
い
て

仮
設
の
診
療
棟
を
設
け
る
な
ど
し
て

入
院
・
外
来
の
診
療
を
継
続
し
な
が

ら
施
設
整
備
を
進
め
、
平
成
27
年
春

完
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
医
療
需
要
や
救
急
医
療
へ
の
対

応
や
、
災
害
時
に
あ
っ
て
も
病
院
機

能
を
失
う
こ
と
の
な
い
機
能
面
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

震
災
の
影
響
は

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
病
院
施
設
に
も
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
新
館（
平
成
２

年
建
設
）に
は
影
響
が
な
か
っ
た
も

の
の
、
旧
館（
昭
和
45
年
建
設
）は
、

天
井
落
下
や
階
段
、
廊
下
、
病
室
な

ど
の
壁
に
亀
裂
が
入
る
な
ど
、
施
設

各
所
に
被
害
が
発
生
し
た
ほ
か
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
備
も
損
傷
し

ま
し
た
。

　

旧
館
は
取
り
急
ぎ
必
要
最
低
限
の

修
繕
を
行
い
、
入
院
お
よ
び
外
来
診

療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も

地
域
医
療
の
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
病
院
の
建
て
替
え
が
急
務
で
す
。

地
域
医
療
の
核
と
し
て

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
は
、

小
野
町
・
田
村
市
・
平
田
村
・
川
内

村
・
い
わ
き
市
を
構
成
市
町
村
と
し

て
設
置
さ
れ
た
地
域
唯
一
の
総
合
病

院
で
、
内
科
を
は
じ
め
と
し
た
10 

科
の
診
療
を
行
う
地
域
住
民
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
医
療
施
設
で
す
。

　

さ
ら
に
病
院
の
入
院
・
外
来
の
患

者
層
に
は
原
子
力
災
害
に
よ
り
避
難

区
域
と
さ
れ
て
い
る
周
辺
の
方
々
も

多
く
、
浜
通
り
の
復
興
の
た
め
に
も

当
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
安
定
し

た
医
療
の
提
供
が
で
き
る
体
制
整
備

が
急
務
で
す
。

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
の

整
備
に
向
け
て

公
益
財
団
法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
か
ら
20
億
円
助
成
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　今般の東日本大震災におきましては、地
域の皆さまをはじめ多くの方々よりご支援
を頂きましたことに対し改めて感謝申し上
げます。
　震災後、被災した施設の早期復旧に向け
て国や県などに対し、要望活動を行ってま
いりましたが、このたびヤマト福祉財団か
ら「東日本大震災　生活・産業基盤復興再
生支援募金」助成事業として、当院施設整
備に対し助成金の交付決定をいただきまし
た。
　当院は、地域唯一の総合病院として、地
域の皆さまの生活安全の支えとして一翼を
担っております。
　今後は、現在の診療機能を維持するとと
もに、震災の経験を生かし、災害時におい
ても安心して医療を受けられる施設の整備
を早急に進めてまいりたいと考えておりま
す。
　今後とも地域の皆さまの付託に応えるべ
く、職員一同さらに全力を尽くしてまいり
ますので、どうぞよろしくお願いいたしま
す。

　このたびの助成決定にあたりましては、ヤマト
福祉財団をはじめとする関係者各位に対し心から
感謝申し上げます。また助成事業に賛同いただい
た一般の皆さまの善意に対しましても深くお礼申
し上げます。
　昨年３月11日に発生した東日本大震災および
東京電力福島第一原子力発電所の事故は、小野町
におきましても直接、あるいは風評により甚大な
被害を被っております。町では、３月11日以前
の安全・安心な生活を取り戻すため、町民一丸と
なり、放射能災害への対応復興に取り組みを続け
ております。
　地域医療の核となる公立小野町地方綜合病院施
設の整備は、当町にとっても重要課題の一つであ
りましたが、今回の助成決定により、事業進展に
大きな弾みがつくものと大変喜んでおります。
　また先ごろ福島県がまとめました「浜通り地方
医療復興計画」におきましても、当病院の整備が
求められており、これら計画とも相まって福島県
復興の大きな礎となるものと考えております。
　今後とも、企業団、病院議会、構成市町村との
連携を図り、地元町としてより良い病院の整備に
向け取り組んでまいります。

ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
事
業
に
つ
い
て

　

ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
は
、
心
身
に
障

が
い
の
あ
る
人
々
の「
自
立
」と「
社
会

参
加
」を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

１
９
９
３
年
９
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
に
は
、
障
が
い
者
が
共
同

で
作
業
す
る
事
業
所
の
職
員
研
修
を
全

国
各
地
で
開
催
す
る
ほ
か
、
障
が
い
者

の
自
立
と
社
会
参
加
に
関
す
る
事
業
へ

の
助
成
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
へ
の
奨

学
金
の
支
給
な
ど
、
広
範
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
助
成
事
業
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
害
の
甚
大
さ
か
ら
、

被
災
地
域
の
生
活
基
盤
の
復
興
と
水
産

業
、
農
業
の
再
生
支
援
の
た
め
い
ち
早

く
設
け
ら
れ
た
支
援
事
業
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
財
源
に
は「
宅
急
便
」１
個
に

つ
き
10
円
の
寄
付
や
こ
の
趣
旨
に
賛
同

さ
れ
た
一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
の
浄
財
が

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
の
整
備

事
業
に
対
す
る
助
成
決
定
は「
見
え
る

支
援
、
早
い
支
援
、
効
果
の
高
い
支
援
」

と
、
復
興
支
援
に
お
け
る
緊
急
性
が
高

い
事
業
と
し
て
、
認
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

企業長から 町長から

小野町長
　宍戸良三

公立小野町地方綜合病院企業団企業長
藤井文夫
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本

町　
　
　
　
　

阿
部　

徳
夫

横

町　
　
　
　
　

鈴
木　

勝
男

仲

町　
　
　
　
　

会
田　
　

功

反

町　
　
　
　
　

草
野　
　

章

大

八　
　
　
　
　

先
﨑　

正
利

荒

町　
　
　
　
　

矢
吹
今
朝
男

中

通　
　
　
　
　

宗
像　

泰
弘

平

舘　
　
　
　
　

森
田　

高
夫

谷
津
作　
　
　
　
　

村
上　
　

一

小
野
赤
沼　
　
　
　
　

村
上　
　

博

菖
蒲
谷　
　
　
　
　

矢
内　
　

勇

雁
股
田　
　
　
　
　

吉
田　

幸
一

皮
籠
石　
　
　
　
　

中
野　

正
喜

飯
豊
上　
　
　
　
　

吉
田　

義
貞

飯
豊
中　
　
　
　
　

今
泉　

孝
一

飯
豊
下　
　
　
　
　

会
田　

一
雄

吉
野
辺　
　
　
　
　

佐
久
間
守
夫

浮

金　
　
　
　
　

生
天
目
正
人

小
戸
神　
　
　
　
　

郡
司　

良
雄

小
野
山
神　
　
　
　
　

郡
司　
　

昇

夏

井　
　
　
　
　

宗
像　
　

敬

　

行
政
区
長
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
を
、
町
長
が

委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
行
政
区
内

の
お
世
話
役
、
町
と
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
１
年

間
お
骨
折
り
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
複
雑
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
行
政
区
長
は
次
の
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

皆さんと町行政のパイプ役

行政区長を委嘱

南
田
原
井　
　
　
　
　

横
田　

邦
恵

湯

沢　
　
　
　
　

松
本　

幸
一

塩
庭
一
区　
　
　
　
　

草
野　

義
幸

塩
庭
二
区　
　
　
　
　

松
本　

健
次

上
羽
出
庭　
　
　
　
　

駒
木
根
好
一

和
名
田　
　
　
　
　

大
竹　

秀
昭

　

ま
た
４
月
12
日
に
行
わ
れ
た
区

長
会
の
席
上
で
、
区
長
会
役
員
が

次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

会

長　

森
田　

高
夫
（
平　

舘
）

副
会
長　

中
野　

正
喜
（
皮
籠
石
）

〃
　

吉
田　

義
貞
（
飯
豊
上
）

〃
　

宗
像　
　

敬
（
夏　

井
）

幹

事　

会
田　
　

功
（
仲　

町
）

委嘱状交付の様子

　

平
成
23
年
度
献
血
目
標
を
達
成

さ
れ
た
10
行
政
区
に
対
す
る
謝
礼

の
贈
呈
が
、
行
政
区
長
会
の
席
上

献
血
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

謝礼贈呈の様子

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
対
し
、
紙

上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

目
標
を
達
成
さ
れ
た
の
は
次
の

行
政
区
で
す
。

　

横
町
・
大
八
・
中
通
・
菖
蒲
谷
・

皮
籠
石
・
飯
豊
上
・
浮
金
・
夏
井
・

塩
庭
一
区
・
塩
庭
二
区

　

平
成
24
年
度
の
献
血
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

４
月
21
日
（
土
）

　

６
月
11
日
（
月
）・
28
日
（
木
）

　

10
月
28
日
（
日
）

　

11
月
７
日
（
水
）・
10
日
（
土
）

　

１
月
14
日
（
月
）

　

２
月
12
日
（
火
）

　

今
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
会
場
な
ど

詳
し
く
は
、
行
政
区
回
覧
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。



5 ONOMACHI　May_2012

　

平
成
24
年
度
集
落
農
政
推
進
協

議
会
会
長
の
委
嘱
状
交
付
式
が
４

月
23
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
町
と
農
家
と
の

連
絡
調
整
役
と
し
て
、
ま
た
各
集

落
内
に
お
け
る
農
林
事
業
の
推
進

役
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

各
集
落
の
会
長
は
、
次
の
方
々

で
す
。（
敬
称
略
）

大

八　
　
　
　
　

先
崎　
　

進

谷
津
作　
　
　
　
　

伊
藤　
　

勝

小
野
赤
沼　
　
　
　
　

鈴
木　

昭
一

菖
蒲
谷　
　
　
　
　

小
野　

正
孝

雁
股
田　
　
　
　
　

小
野　

國
男

皮
籠
石　
　
　
　
　

櫻
下　
　

保

飯
豊
上　
　
　
　
　

吉
田　
　

實

飯
豊
中　
　
　
　
　

今
泉　
　

武

飯
豊
下　
　
　
　
　

村
上　

一
夫

吉
野
辺　
　
　
　
　

先
﨑　

久
幸

浮

金　
　
　
　
　

生
天
目
安
行

小
戸
神　
　
　
　
　

郡
司　

秀
喜

小
野
山
神　
　
　
　
　

吉
田　

栄
孝

夏

井　
　
　
　
　

割
谷　
　

功

南
田
原
井　
　
　
　
　

根
本　

孝
夫

湯

沢　
　
　
　
　

佐
藤　

健
藏

塩
庭
一
区　
　
　
　
　

吉
田　

芳
仁

塩
庭
二
区　
　
　
　
　

村
上　

昭
一

上
羽
出
庭　
　
　
　
　

庭
田　

良
明

和
名
田　
　
　
　
　

渡
辺　

靜
夫

　

な
お
会
議
席
上
で
連
絡
協
議
会

の
役
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

会

長　
　
　
　
　

吉
田　

栄
孝

副
会
長　
　
　
　
　

小
野　

正
孝

〃
　
　
　
　
　

割
谷　
　

功

　

小
野
町
有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
隊

の
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月
10
日
に

行
わ
れ
、
隊
員
30
人
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

捕
獲
隊
は
、
農
作
物
に
被
害
を

及
ぼ
す
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
、
カ

モ
な
ど
に
対
し
、
銃
器
や
ワ
ナ
を

利
用
し
て
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な
ど

へ
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

各
行
政
区
長
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

委
嘱
さ
れ
た
隊
員
は
次
の
方
々

で
す
。（
敬
称
略
）

◆
小
野
新
町
分
会�

先
﨑　

正
利

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

和
広

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

大
二

　
　
　
　
　
　
　
　

大
内　
　

昇

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

勝

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
吹
今
朝
治

　
　
　
　
　
　
　
　

先
﨑　

直
人

　
　
　
　
　
　
　
　

猪
狩　

安
男

◆
飯
豊
分
会 　
　
　

村
上　

敏
勝

　
　
　
　
　
　
　
　

西
牧　

金
吉

　
　
　
　
　
　
　
　

先
﨑　

久
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
作

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　

郡
司　

節
男

　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
田
不
二
男

◆
夏
井
分
会 　
　
　

吉
田　
　

孝

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

伸
和

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

賢
一

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

鐡
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

西
牧　
　

宏

　
　
　
　
　
　
　
　

西
牧　

芳
徳

　
　
　
　
　
　
　
　

宗
像　

喬
司

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久
津
清
次

◆
菖
蒲
谷
分
会 　
　

佐
藤　
　

仁

　
　
　
　
　
　
　
　

中
野　

正
喜

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

昭
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

田
邉　

繁
俊

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
吹　

市
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

昭
一

　
　
　
　
　
　
　
　

先
崎　

博
之

　

な
お
捕
獲
隊
の
役
員
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

隊

長　
　
　
　
　

中
野　

正
喜

副
隊
長　
　
　
　
　

村
上　

敏
勝

事
務
局　
　
　
　
　

先
﨑　

正
利

会

計　
　
　
　
　

吉
田　
　

孝

各
集
落
農
政
推
進
協
議
会

会
長
を
委
嘱

有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
隊
員

を
委
嘱

委嘱状交付の様子

委嘱状交付の様子 交付式の様子

民
生
・
児
童
委
員
に
宗
像

道
子
さ
ん（
浮
金
）が
就
任

　

昨
年
11
月
末
で
退
任
し
た
宗
像

芳
男
前
民
生
・
児
童
委
員（
浮
金

下
地
区
担
当
）の
後
任
と
し
て
、

宗
像
道
子
さ
ん（
浮
金
）に
厚
生
労

働
大
臣
な
ら
び
に
福
島
県
知
事
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
状
は
３
月
29
日
、
町
長
室
で

佐
藤
次
男
小
野
町
民
生
委
員
協
議

会
長
立
ち
会
い
の
下
、
町
長
か
ら

宗
像
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

宗
像
民
生
・
児
童
委
員
の
任
期

は
、平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
で
、

今
後
、
浮
金
下
地
区
担
当
と
し
て

町
民
の
福
祉
向
上
に
ご
尽
力
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宗像道子民生・児童委員
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小
野
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
が

４
月
22
日
、
小
野
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

統
監
で
あ
る
町
長
の
検
閲
開
始

の
号
令
の
後
、
ラ
ッ
パ
隊
、
第
１

中
隊
か
ら
第
３
中
隊
、
車
両
隊
の

順
で
の
装
備
品
や
車
両
の
通
常
点

検
、
参
加
し
た
団
員
と
車
両
に
よ

る
分
列
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
分
団
で
規
律
訓
練

が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
の
緑
川
杯

を
第
７
分
団
が
、
次
点
の
吉
沢
杯

を
第
３
分
団
が
受
賞
し
ま
し
た
。

季
節
外
れ
の
寒
い
日
で
し
た
が
、

消
防
団
の
士
気
の
高
さ
と
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
が
披
露
さ
れ
、
出

席
さ
れ
た
来
賓
の
方
か
ら
は
拍
手

が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
式
中
に
、
元
消
防
団
幹
部

（
班
長
以
上
）の
方
に
感
謝
状
の
贈

呈
と
、
消
防
庁
長
官
表
彰
と
し
て

銀
杯
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
消
防
施
設
敷
地
と
し
て

貴
重
な
土
地
を
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
、
橋
本
茂
さ
ん
に
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
消
防
施
設
敷
地
ご
寄
付
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈
者

橋
本　
　

茂
（
大
字
浮
金
字
戸
之

内
地
内
消
防
ポ
ン
プ
置
場
敷
地
）

◆
退
職
消
防
団
幹
部
感
謝
状
贈
呈
者

前
第
２
分
団
４
班
長

　
　
　

松
本　

哲
寿
（
谷
津
作
）

前
第
５
分
団
４
班
長

　
　
　

宗
像　
　

淳
（
浮

金
）

前
第
６
分
団
３
班
長

　
　
　

宗
像　

芳
宏
（
南
田
原
井
）

前
第
６
分
団
４
班
長

　
　
　

岩
塚　

高
広
（
湯

沢
）

元
第
１
分
団
３
班
長

　
　
　

吉
田　

昌
之
（
仲

町
）

元
第
１
分
団
５
班
長

　
　
　

先
崎　
　

靖
（
大

八
）

元
第
４
分
団
１
班
長

　
　
　

吉
田　

一
寿
（
飯
豊
上
）

元
第
７
分
団
４
班
長

　
　
　

鈴
木　
　

悟
（
和
名
田
）

◆
退
職
消
防
団
消
防
庁
長
官
表
彰

（
銀
杯
）受
賞
者

元
第
３
分
団
長

　
　
　

先
﨑　

順
治
（
皮
籠
石
）

元
第
６
分
団
副
分
団
長

　
　
　

佐
藤　

巳
吉
（
湯

沢
）

元
第
４
分
団
１
班
長

　
　
　

村
上　

信
隆
（
飯
豊
上
）

元
第
２
分
団
１
班
長

　
　
　

佐
藤　

幸
弘
（
荒

町
）

元
第
６
分
団
団
員

　
　
　

根
本　

善
治
（
夏

井
）

日頃からの雄姿を披露
平成24年度小野町消防団春季検閲式
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山
火
事
防
止
パ
レ
ー
ド
が
４
月

19
日
、
小
野
町
内
で
、
郡
山
地
方

広
域
消
防
組
合
、
森
林
管
理
署
、

ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
な
ど
関

係
機
関
の
出
席
の
下
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

火
災
は
尊
い
人
命
、
財
産
の
消

失
ば
か
り
で
な
く
、
環
境
を
破
壊

し
、
復
旧
に
は
多
大
な
年
月
と
費

用
を
要
し
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
の
た

め
、
火
の
始
末
に
は
十
分
な
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

山
火
事
防
止
パ
レ
ー
ド

　

平
成
24
年
度
小
野
町
消
防
団
辞

令
交
付
式
が
４
月
１
日
に
行
わ

れ
、
猪
狩
団
長
か
ら
退
団
、
昇
格
、

入
団
の
各
団
員
に
辞
令
書
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
辞
令
交
付
式
で
退
団
20

人
、
昇
格
42
人
、
入
団
22
人
の
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。
退
団
さ
れ
た

団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
永
年
の
ご

尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
昇
格
、
入
団
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
は
、
消
防
団
員
と
し
て
の
知
識

と
技
能
の
向
上
に
励
み
、
町
民
の

安
全
・
安
心
な
生
活
の
た
め
尽
力

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
し
ま
す
。

む
し
歯
ゼ
ロ
お
め
で
と
う

　
「
３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
式
」

が
３
月
26
日
、
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
平
成

23
年
度
後
期
（
11
月
・
２
月
）
に

町
の
３
歳
児
健
診
を
受
け
た
32
人

中
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
22
人
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
一
人
一
人
、
町

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
元
気

に
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
は
「
田
村
民
話

の
会
」
の
先
崎
サ
タ
子
さ
ん
に
よ

る
「
お
話
し
会
」
を
親
子
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
）

新
田　

尚
生
（
本　

町
）

古
川　

芽
唯
（
本　

町
）

渡
辺　

聖
也
（
本　

町
）

矢
吹　

悠
人
（
本　

町
）

上
遠
野
悠
真
（
反　

町
）

中
野　

大
雅
（
反　

町
）

大
樂　

晴
生
（
大　

八
）

磯　
　

心
喜
（
中　

通
）

白
石　
　

陽
（
平　

舘
）

野
上　

結
衣
（
谷
津
作
）

西
牧　

柚
葉
（
小
野
赤
沼
）

村
上　

梓
竜
（
皮
籠
石
）

會
田　

心
美
（
飯
豊
上
）

先
崎　

太
陽
（
吉
野
辺
）

折
笠　
　

陽
（
浮　

金
）

橋
本　

望
愛
（
小
野
山
神
）

長
久
保
育
男
（
夏　

井
）

村
上　

麗
奈
（
南
田
原
井
）

根
本　

大
護
（
湯　

沢
）

草
野　

結
衣
（
塩
庭
一
区
）

常
恒　

結
愛
（
塩
庭
二
区
）

草
野　

汰
地
（
上
羽
出
庭
）

受賞された皆さん

平
成
24
年
度
小
野
町
消
防

団
辞
令
交
付
式

宣誓書を読む吉田さん

パレードの様子

　

第
５
分
団
第
４
班（
浮
金
）に
新

し
い
消
防
ポ
ン
プ
置
場
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
23
年
度

福
島
県
森
林
環
境
交
付
金
を
活
用

し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

浮
金
地
区
の
新
し
い
消
防
・
防

災
の
拠
点
と
し
て
有
効
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
期
待
し

ま
す
。

新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
置
場

完
成

平
成
23
年
度
福
島
県
森
林
環
境
交
付

金
事
業

新しく完成した第５分団第４班の消防ポンプ置場
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平
成
23
年
度
下
半
期

財
政
公
表

（歳入） （単位：千円）

区分 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 予算額計

継続費および繰
越事業費繰越財
源充当額

累計 ３月末現在
収入済額

収入率
（％）

町 税 922,939 11,122 934,061 0 934,061 905,303 96.9
地 方 譲 与 税 78,000 △ 1,300 76,700 0 76,700 75,292 98.2
利 子 割 交 付 金 2,600 △ 600 2,000 0 2,000 2,264 113.2
配 当 割 交 付 金 370 0 370 0 370 1,010 273.0
株式等譲渡所得割交付金 30 0 30 0 30 209 696.7
地方消費税交付金 98,000 0 98,000 0 98,000 99,848 101.9
ゴルフ場利用税交付金 2,500 △ 1,500 1,000 0 1,000 915 91.5
自 動 車 取 得 税 交 付 金 12,000 △ 2,400 9,600 0 9,600 12,054 125.6
地方特例交付金 10,976 1,576 12,552 0 12,552 12,552 100.0
地 方 交 付 税 1,964,311 181,443 2,145,754 0 2,145,754 2,347,253 109.4
交通安全対策特別交付金 1,400 0 1,400 0 1,400 1,429 102.1
分担金及び負担金 24,363 △ 1,583 22,780 0 22,780 22,605 99.2
使用料及び手数料 66,299 △ 4,871 61,428 0 61,428 60,710 98.8
国 庫 支 出 金 583,411 88,839 672,250 376,410 1,048,660 313,631 29.9
県 支 出 金 337,109 255,061 592,170 0 592,170 473,146 79.9
財 産 収 入 12,752 △ 1,354 11,398 0 11,398 11,045 96.9
寄 付 金 6,308 3,167 9,475 0 9,475 10,217 107.8
繰 入 金 384,565 65,124 449,689 0 449,689 449,625 100.0
繰 越 金 153,199 0 153,199 269,561 422,760 422,761 100.0
諸 収 入 39,173 17,974 57,147 0 57,147 54,781 95.9
町 債 452,191 58,300 510,491 250,500 760,991 220,400 29.0

歳入合計 5,152,496 668,998 5,821,494 896,471 6,717,965 5,497,050 81.8

（歳出） （単位：千円）

区分 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 予算額計

継続費およ
び繰越事業
費繰越額

予備費およ
び流用増減 累計 ３月末現在

支出済額
支出率
（％）

議 会 費 109,094 △ 2,589 106,505 0 0 106,505 104,462 98.1
総 務 費 525,982 122,247 648,229 924 795 649,948 463,219 71.3
民 生 費 1,184,421 △ 19,934 1,164,487 2,100 0 1,166,587 897,984 77.0
衛 生 費 601,749 148,944 750,693 12,678 0 763,371 556,471 72.9
労 働 費 905 0 905 3,100 0 4,005 3,785 94.5
農林水産業費 126,840 8,703 135,543 8,725 728 144,996 120,307 83.0
商 工 費 29,495 △ 446 29,049 0 0 29,049 28,646 98.6
土 木 費 181,498 115,075 296,573 60,570 0 357,143 226,762 63.5
消 防 費 324,758 27,689 352,447 0 732 353,179 287,887 81.5
教 育 費 585,898 △ 27,261 558,637 808,374 599 1,367,610 1,194,237 87.3
災害復旧費 647,383 △ 71,206 576,177 0 1,200 577,377 310,651 53.8
公 債 費 479,755 0 479,755 0 0 479,755 436,247 90.9
諸 支 出 費 312,920 352,616 665,536 0 0 665,536 665,033 99.9
予 備 費 41,798 15,160 56,958 0 △ 4,054 52,904 0 0.0
歳出合計 5,152,496 668,998 5,821,494 896,471 0 6,717,965 5,295,691 78.8

表１．一般会計

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
な
ら
び
に
小
野
町
財
政
状
況
の
作
成
お
よ
び
公
表
に
関
す
る

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
下
半
期
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
上
半
期
の
補
正
予
算
と
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
広
報「
お
の
ま

ち
」平
成
23
年
11
月
号
で
公
表
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

下
半
期
に
お
け
る
各
会
計
の

補
正
予
算
お
よ
び
収
入
・
支
出

の
状
況
は
、
表
１
・
次
ペ
ー
ジ

表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
は
、
当
初

40
億
２
，
５
０
０
万
円
で
編
成

し
、
そ
の
後
の
補
正
で
９
月
末

で
は
51
億
５
，
２
４
９
万
６
千

円
と
な
り
、
最
終
予
算
は
58
億

２
，
１
４
９
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

下
半
期
に
お
け
る
一
般
会
計

の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、

次
ペ
ー
ジ
表
３
の
と
お
り
で

す
。

スプリングフェスティバル
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（単位：千円）
事業内容 補正額

自治体クラウド型基幹行政システム整備費 139,161
障 害 者 自 立 支 援 給 付 費 4,647
国 民 健 康 保 険 繰 出 金 20,456
除 染 対 策 事 業 用 備 品 購 入 費 10,188
損 壊 家 屋 等 解 体 撤 去 処 分 費 153,860
公 立 小 野 町 地 方 綜 合 病 院 分 担 金 34,571
東日本大震災農業生産対策交付金 15,088
一部損壊被災住宅修繕工事費助成金 120,000
消 防 団 員 消 防 補 償 分 担 金 18,294
防災行政無線設備デジタル化改修費 47,862
土 木 施 設 応 急 復 旧 費（ 台 風 ） 5,000
農 業 施 設 応 急 復 旧 費（ 台 風 ） 3,000
土木施設災害復旧工事費（台風） 4,800
農業施設災害復旧工事費（台風） 13,800
小野中学校プール災害復旧工事費 147,000
財 政 調 整 基 金 積 立 金 90,000
東 日 本 大 震 災 復 興 支 援 基 金 積 立 金 262,116

表３．下半期補正予算（歳出）の主な内容
（一般会計で3,000千円以上の増額補正を行った主なもの）

（歳入） （単位：千円）

会計名 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 累計 ３月末現在

収入済額
収入率
（％）

国民健康保険特別会計 1,270,397 12,176 1,282,573 1,043,229 81.3
後期高齢者医療特別会計 98,902 △ 1,447 97,455 94,479 96.9
介 護 保 険 特 別 会 計 992,556 △ 15,978 976,578 778,943 79.8
介護保険サービス事業特別会計 3,492 440 3,932 3,538 90.0
浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 特 別 会 計 175,648 △ 91,264 84,384 24,617 29.2
文 化 ・ 体 育 振 興 基 金 特 別 会 計 3,082 621 3,703 3,723 100.5
水 道 事 業 会 計（ 収 益 的 収 入 ） 150,205 △ 3,014 147,191 136,148 92.5
水 道 事 業 会 計（ 資 本 的 収 入 ） 6,074 2,148 8,222 7,982 97.1

（歳出） （単位：千円）

会計名 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 累計 ３月末現在

支出済額
支出率
（％）

国民健康保険特別会計 1,270,397 12,176 1,282,573 1,162,233 90.6
後期高齢者医療特別会計 98,902 △ 1,447 97,455 85,428 87.7
介 護 保 険 特 別 会 計 992,556 △ 15,978 976,578 845,836 86.6
介護保険サービス事業特別会計 3,492 440 3,932 185 4.7
浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 特 別 会 計 175,648 △ 91,264 84,384 59,652 70.7
文化・体育振興基金特別会計 3,082 621 3,703 2,828 76.4
水 道 事 業 会 計（ 収 益 的 支 出 ） 149,832 △ 5,820 144,012 135,238 93.9
水 道 事 業 会 計（ 資 本 的 支 出 ） 96,876 5,006 101,882 100,372 98.5

（ア）出資による権利 （単位：千円）
福島県国民健康保険団体連合会出資金 3,577
（イ）基金 （単位：千円）
国民健康保険給付費支払準備基金 143,254
高額医療費貸付基金 3,000

（単位：千円）
介護給付費準備基金 0
介護保険臨時特例基金 0

（単位：千円）
文化体育振興基金 95,600

表２．特別会計・企業会計

国民健康保険特別会計 介護保険特別会計

文化・体育振興基金特別会計

シンチレーション式線量計

防災行政無線
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財
産
の
状
況

　

町
は
、
行
政
執
行
の
た
め
に

必
要
な
土
地
・
建
物
・
物
品
・

債
券
な
ど
の
財
を
所
有
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
取
得
・
管
理
お

よ
び
処
分
に
つ
い
て
は
、
条
例

や
規
則
に
基
づ
き
適
切
な
執
行

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
下
半
期
の
財
産

の
状
況
は
、
表
４
の
と
お
り
で

す
。

１．財産
（ア）土地および建物 （単位：ｍ 2）

区分 土地
建物

木造 非木造 計

行
政
財
産

本 庁 舎 4,308 1,718 377 2,095
警察（消防）施設 3,711
行政機関その他の施設
学 校 128,200 264 28,908 29,172
公 営 住 宅 19,358 5,394 12,104 17,498
公 園 158,579
その他の公共施設 84,267 7,700 9,828 17,528
小計 398,423 15,076 51,217 66,293

普
通
財
産

その他の施設 6,733 1,862 353 2,215
宅 地 74,947

畑 1,036
山 林 2,748,003
原 野 2,290
雑 種 地 40,034
小計 2,873,043 1,862 353 2,215
合計 3,271,466 16,938 51,570 68,508

表４．財産の３月末日現在の状況

町
民
負
担
の
状
況

　

町
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
、

住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
町
が
行
っ
て
い
る
各
種

行
政
施
策
に
か
か
る
経
費
の
財

源
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
直

接
・
間
接
的
に
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
直
接
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
町
税
は
、
最

も
重
要
な
収
入
財
源
で
、
平

成
23
年
度
末
の
予
算
額
は
、

９
億
３
，
４
０
６
万
１
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
町
民
１

人
当
た
り
の
負
担
額
に
換
算
す

る
と
、
８
万
２
，
９
０
４
円
に

な
り
ま
す
。（
図
１
参
照
）

（円）

図１．町民１人当たりの町税負担額の推移

85,766円 86,622円 84,228円 81,600円 82,904円

（ウ）出資による権利　　　　（単位：千円）
福島県土地改良事業団連合会土地改良基金 1,700
福島県信用保証協会出損金 3,095
福島県農業信用基金協会出資金 800
福島県私学振興基金協会出資金 180
福島県中小企業福祉事業団出資金 100
福島県林業協会出資金 33
（社）福島県畜産振興協会出資金（肉用子牛価格安定事業） 100
（財）福島県総合社会福祉基金協会出資金 1,658
郡山地方土地開発公社出資金 400
（財）福島県都市公園・緑化協会出資金 64
（社）福島県予防接種事業振興基金出資金 74
（財）福島県青少年会館基本財産出捐金 25
（社）福島県畜産振興協会出資金（肉豚価格補償事業） 100
小野町上水道事業出資金 330,587
（財）ふるさと情報センター出資金 500
（社）福島県林業公社出資金 100
ふくしま中央森林組合出資金 3,000
（財）福島県きのこ振興センター出捐金 600
（財）福島県下水道公社出捐金 40
地方公共団体金融機構出資金 900

（イ）有価証券　　　　　　　（単位：千円）
株券 5,700

（エ）基金　　　　　　　　　（単位：千円）
財政調整基金 1,019,661
無担保無保証人融資基金 1,000
商工振興資金保証貸付基金 6,000
小規模企業振興基金 10,000
畜産特別導入事業基金 1,332
優良基礎乳用雌牛導入事業基金 4,833
水道事業資金貸付基金 3,748
公共施設等建設準備基金 1,052,760
減債基金 150,688
小野町一般廃棄物最終処分場公害防止及び損害賠償等基金 380,000
優良基礎肉用雌牛導入事業基金 1,287
地域福祉基金 195,500
ふるさと水と土保全基金 5,000
西牧門文庫基金 1,500
土地開発基金 25,118
東日本大震災復興支援基金 262,116

２．町債および一時借入金の状況
（ア）町債（単位：千円）

23年度増減見込額 起債見込額 510,491
償還見込額 393,171

23年度末現在（見込額） 4,839,262
（イ）一時金の残金（単位：千円）
３月末日現在高 0

小野中学校屋内運動場
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今
年
も
県
内
で
は
数
件
の
農

作
業
中
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

農
作
業
の
忙
し
い
時
期
と

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
災
害
な

ど
に
よ
り
地
盤
が
軟
弱
に
な
っ

て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で

十
分
な
確
認
を
行
っ
て
か
ら
作

業
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

高
齢
の
方
は
１
人
で
の
農
作
業

は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

『
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
』

１
．
作
業
は
計
画
的
に
！

２
．
睡
眠
・
休
息
は
充
分
に
！

３
．
開
始
前
に
機
械
の
点
検
を
！

農
作
業
の
事
故
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

平
成
24
年
度
は
葉
た
ば
こ
の
作

付
農
家
が
原
発
事
故
等
の
影
響
に

よ
り
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
に
伴

い
、
約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
廃
作
さ

れ
た
た
め
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

町
で
は
農
地
の
有
効
利
用
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
葉
た
ば
こ
の

廃
作
地
を
活
用
し
、
新
た
に
土
地

利
用
型
作
物（
ピ
ー
マ
ン
・
長
ね

ぎ
・
飼
料
作
物
等
）の
作
付
け
を

行
っ
た
農
家
に
対
し
、
左
記
の
と

お
り
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
事
業
名
　

　

葉
た
ば
こ
廃
作
地
遊
休
防
止
推

進
事
業

◆
事
業
実
施
期
間

　

平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で

◆
助
成
金
額

　

10
ア
ー
ル
当
た
り
２
万
円

◆
助
成
対
象
作
物

（
野
菜
）

　

ピ
ー
マ
ン
、
長
ね
ぎ
、
ブ
ロ
ッ   

　

コ
リ
ー
、
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
、

　

イ
ン
ゲ
ン
な
ど

（
飼
料
作
物
）

　

青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
エ
ン

　

バ
ク
な
ど

※
販
売
を
目
的
と
し
た
農
作
物
に

　

限
り
ま
す
。
た
だ
し
飼
料
作
物

　

は
原
則
、
自
給
飼
料
と
し
て
作

　

付
け
し
た
農
家
と
し
ま
す
。

◆
適
用
要
件

①
葉
た
ば
こ
廃
作
地
に
対
象
作
物

　

を
作
付
け
し
た
農
家（
農
地
の

　

貸
借
に
よ
る
作
付
け
も
可
）

※
二
毛
作
、
二
期
作
を
行
う
場
合

　

は
最
初
に
作
付
け
を
行
っ
た
農

　

家
の
み
）

②
現
地
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、

　

現
地
立
ち
会
い
が
可
能
な
農
家

③
作
業
日
誌
、
記
録
写
真
な
ど
の

　

確
認
資
料
を
作
成
で
き
る
農
家

④
飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、
他
畜

　

産
農
家
へ
供
給
す
る
場
合
、
供

　

給
契
約
書
の
提
出
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

　

な
お
、
葉
た
ば
こ
廃
作
農
地
等

を
10
ア
ー
ル
以
上
貸
借
し
て
規
模

拡
大
を
行
う
場
合
、
夢
の
あ
る
農

業
者
育
成
推
進
事
業（
経
営
規
模

拡
大
推
進
事
業
）に
よ
る
助
成
金

（
左
表
）が
併
せ
て
交
付
さ
れ
ま

す
。経営規模拡大事業による助成金（10a当たりの額）

農地の借受期間 新規 再認定

３年以上６年未満 5,000円
（4,000円）

3,000円
（2,000円）

６年以上10年未満 15,000円
（12,000円）

12,000円
（9,000円）

10年以上 20,000円
（16,000円）

16,000円
（12,000円）

＊（　）内は認定農業者および指定組織以外への利用集積の額

問
農
林
振
興
課

☎
７
２
|
６
９
３
５

葉たばこ廃作地を
有効活用
販売目的の農作物等を作付けした農家
に助成金
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　福島第一原子力発電所の事故により放
出された放射性物質による環境の汚染状
況を詳しく調べるため、次の内容により
空間環境放射線量の測定を行います。
　本調査についてのご理解、ご協力をお
願いします。
■目的
　町内における放射性物質による汚染状
況を調査し、除染実施計画に生かすとと
もに、町民の安全・安心につなげる。
■内容　空間放射線量の測定
■対象　町内行政区全世帯
※ただし敷地立ち入り承諾のあった世帯
となります。
■期間　５月から７月まで
■調査員
　町において委託する調査員２人と行政
区から推薦のあった協力員１人の計３人
（10班程度編成予定）
■測定結果
　全調査終了後、行政区を通じて、それ
ぞれに封書で通知します（７月予定）。

問町民生活課　☎72-6933

ご協力お願いします

「空間放射線量率調査」

◆測点Ａ：平均的な空間線量率を把握するための測点 （ 箇所）

◆測点❶：汚染程度を確認するための測点　 （ 箇所）
（※敷地内で比較的高い濃度と想定される箇所）

・庭（２箇所）
・雨樋付近
・軒下（２箇所）
・壁脇（２箇所）
・駐車場

◆測点　計 （ 箇所）

※１　高所（屋根、屋上、立木上部等）は危険であるため、測定しないこととします。
※２　測点② 測定日当日、居住者の同意が得られれば、建物内部（居間）の測定（１
　　　カ所）も行います。

6 ～

2 ～ 5

軒下

壁

4 ～

壁

庭

（※測定点１０箇所の場合）

軒下 雨樋

建物

駐車場

庭

道路

Ａ

Ａ
❶ ❶

❶

❶

❶

❶

❶

❶ ②
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　町では、子育て支援の充実を図るため、夏
井おおすぎ保育園内に「小野町子育て支援セン
ター」を開設しています。
　小野町子育て支援センターでは、子育て中の
家庭同士が交流し、安全に楽しめる「あそびの広
場」や、さまざまな育児の相談に応じ、子育てに
関する情報を提供する「育児相談」などを行なっ
ています。町内にお住まいの就学前のお子さん、
保護者およびそのご家族すべてが対象となりま
すので、お気軽にご利用ください。
　
「あそびの広場」
　毎週火曜日と土曜日に、あそびの広場を実施
しています。時間は、午前９時30分から午前11
時30分までです。詳細は、右表をご覧ください。

「育児相談」
　あそびの広場を通して育児相談をお受けしま
す。また電話による相談もお受けします。電話
での相談は月曜日から金曜日の正午から午後４
時までとなります。

問小野町教育委員会教育課　☎72-6780
問小野町子育て支援センター（夏井おおすぎ保育園内）　☎72-2760

＊＊＊　小野町子育て支援センターからのお知らせ　＊＊＊

平成 24 年度「あそびの広場」年間計画表
月 曜日 時間 主な内容 備考

５

火
・
土

午
前
９
時
30
分
か
ら

午
前
11
時
30
分
ま
で

みんなであそぼう
お母さんありがとう

子どもの日
母の日

６ お砂であそぼう
お父さんありがとう 父の日

７ お水であそぼう（プール・水鉄砲） 水着などを準備し
てください

８ お水であそぼう（プール・水鉄砲） 水着などを準備し
てください

９ おじいちゃんおばあちゃんありがとう 敬老の日
人形劇観劇

10 体を動かしてあそぼう
おはなしだいすき（絵本を読もう）

11 リズムあそびをしよう 七五三

12 雪・そりあそび
手袋、帽子、スキー
ズボンなどを準備
してください

１ 雪・氷あそび　　お話を聞こう
手袋、帽子、スキー
ズボンなどを準備
してください

２ 鬼をおいだそうね 節分

３ 大きくなったね 園庭のみ開放
（16日まで）

地域包括支援センターを利用しましょう

　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんの生活
を総合的に支えていくための総合相談窓口です。悩
みや相談ごとなど、お気軽にご相談ください。
◎なんでもご相談ください
　介護に関する相談以外にも、福祉や医療のことな
ど、なんでもご相談ください。
◎皆さんの権利を守ります
　成年後見制度の紹介や虐待の早期発見、消費者被
害への対応など、高齢者の皆さんが安心して暮らせ
るように、皆さんの持つさまざまな権利を守ります。

◎さまざまな方面から皆さんを支えます
　医療機関や民生委員などさまざまな機関と連絡を
取ったり、調整したりしてネットワークをつくり、
暮らしやすい地域となるように支援しています。
◎要支援の方への支援を行います
　要介護認定において要支援１・２と認定された方
や、介護が必要となる恐れの高い方への支援を行い
ます。
◎介護予防の支援をします
　元気な高齢者を対象とした介護予防プログラムや
介護予防教室などがあります。いつまでも健康でい
きいきした生活を送れるよう、積極的に参加してみ
ましょう。

問健康福祉課　☎72-6934　　　　　　　　
問小野町地域包括支援センター　☎72-2128

介護予防教室
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Libraly
●小説

書名 著者 出版社 貸出回数
謎解きはディナーのあとで 東川　篤哉 小学館 18
１Q８４　Book １～３ 村上　春樹 新潮社 17
麒麟の翼 東野　圭吾 講談社 16
ばんば憑き 宮部みゆき 角川書店 13
県庁おもてなし課 有川　　浩 角川書店 12
小暮写眞館 宮部みゆき 講談社 12
紀伊ノ変（居眠り磐音江戸草紙） 佐伯　泰英 双葉社 12
風のなかの櫻香 内田　康夫 徳間書店 11
カッコウの卵は誰のもの 東野　圭吾 光文社 11
あんじゅう 宮部みゆき 中央公論新社 11
神様のカルテ ２ 夏川　草介 小学館 11

●児童書
書名 著者 出版社 貸出回数

一期一会シリーズ 粟川こずえ  ほか 学習研究社 19
ミッケ！シリーズ ウォルター・ウィック 小学館 19
リトル・プリンセス ケイティ・チェイス ポプラ社 18
妖界ナビ・ルナ（１～８） 池田美代子 岩崎書店 15
かいけつゾロリ シリーズ 原　ゆたか ポプラ社 14
きかんしゃトーマス大図鑑 米村　知子 ポプラ社 13
ともだちくるかな 降矢　なな 偕成社 12
全仮面ライダー決戦超百科 講談社 12
アンパンマンスーパー大図鑑1600 やなせたかし フレーベル館 11
どんぐりむらのぼうしやさん なかやみわ 学習研究社 11
ものすごくおおきなプリンのうえで 中新井純子 教育画劇 11
全戦隊スーパー超百科 講談社 11
幽霊屋敷レストラン 階段レストラン編集委員会 童心社 11

●実用書
書名 著者 出版社 貸出回数

そうだったのか！池上彰の学べるニュース 池上　　彰 海竜社 10
体脂肪計タニタの社員食堂 タ ニ タ 大和書房   8
三陸海岸大津波 吉村　　昭 文藝春秋   8
フライパン１つでカンタンお菓子＆パン118品 飯田　順子 学研パブリック   8
４人前1000円やりくり献立 主婦の友社   8
ラクラクおやつ399品 学習研究社   8
断捨離 やましたひでこ マガジンハウス   8
お金に愛される魔法のお財布 はづき虹映 永岡書店   7
愛しのローカルごはん旅 たかぎなおこ メディアファクトリー   7
年収100万円減でも一生豊かに暮らせる方法 黒野　修資 PHP研究所   7
放射線から子どもの命を守る 高田　　純 幻冬舎   7
FUKUSHIMA 福島原発メルトダウン 広瀬　　隆 朝日新聞出版   7
夢をつなぐ 山崎　直子 角川書店   7
はなまるマーケット決定版！！レシピ集 TBS「はなまるマーケット」制作スタッフ ソニーマガジンズ   7
０円からはじめる つもり貯金 酒井富士子 秀和システム   7
１週間3000円献立プラス50円100円おかず 学 研 学習研究社   7

＊シリーズものは、そのシリーズで最も貸出回数が多かった１冊で集計

平成23年４月から平成24年３月までの間で、貸出回数が多かった本を紹介します。

《小説部門》
　１位は東川篤哉の『謎解きはディナーのあと
で』。昨年の本屋大賞受賞作品で、ドラマ化され
たことでも注目を集めました。また『麒麟の翼』
と『神様のカルテ』もそれぞれ映画化され話題に
なりました。
　そのほか、宮部みゆきは３作品で、村上春樹
は『１Ｑ８４』で昨年に引き続いて貸出回数上位
となり、両作家の人気がうかがえました。
《実用書部門》
　さまざまな分野の本が並びましたが、旬の
ニュースを分かりやすく解説した『そうだったの
か！池上彰の学べるニュース』が第１位でした。
２位は体脂肪計の製造・販売会社「タニタ」の社
員食堂のレシピ集『体脂肪計タニタの社員食堂』。
身体にやさしいメニューが評判となり、メディ
アでもたびたび取り上げられました。
　そして「東日本大震災」と「福島第一原発事故」
の関連本である『三陸海岸大津波』『放射線から子
どもの命を守る』『FUKUSHIMA 福島原発メル
トダウン』の３冊が上位に並びました。
《児童書部門》
　今年もシリーズものが上位に並びました。中
でも『一期一会』シリーズは小学生の女の子たち
に口コミで広がって大人気となりました。『ミッ
ケ！』と『かいけつゾロリ』は、ともに小学校低学
年までの子どもたちに根強く支持されているシ
リーズです。また「きかんしゃトーマス」や「アン
パンマン」の図鑑などは、就学前の子どもたちが
大好きな１冊です。
　絵本『ともだちくるかな』は『おれたち、ともだ
ち！』シリーズの２作目。楽しいことも悲しいこ
ともあるけれど、友達っていいなと思えるシリー
ズです。第１作『ともだちや』と併せて読んでみ
てください。

　ここで紹介した本は、どれも図書館で貸し出
しができます（貸し出し中の場合は予約も可能）。
まだ読んでいない本、気になった本がありまし
たら、お気軽にお問い合わせください。

年間ベストリーダー

Informationふるさと文化の館情報
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問ふるさと文化の館  ☎72-2120

『ふしぎなたけのこ』
松野正子／文　瀬川康男／画　福音館書店

『話し上手、聞き上手』
齋藤孝／著　ちくまプリマー新書　筑摩書房
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Books

　人とのコミュニケー
ションを図るには、人の
話を聞き、話すことが大
切。この本では、著者が
大学でコミュニケーショ
ンの講義として行ってい
る方法を紹介しています。
例えば、聞いた話を２分
でまとめる「再生方式」や自分の好きな事柄を書いた「偏
愛マップ」を使い、会話を発展させる方法など…。ほか
にも、歌や朗読、ゲームなど、言葉だけでなく体も使っ
た、会話・コミュニケーションの技を身に付けるため
の内容が盛りだくさん。著者の３日間の授業を紙面で
疑似体験してみませんか。

　むかしむかし、「た
けのこをほってきて
おくれ」と言われたた
ろは、裏の竹やぶに
行きました。たけの
こを掘り始めると、
暑くなってきたので、
上着を脱いで近くの
たけのこに掛けました。すると、たけのこはぐんぐ
ん伸びていきました。慌てて上着を取ろうとしたた
ろは、上着とたけのこと一緒に上へ上へと…
　山あい村では貴重なたけのこ。まさに今が旬です。
暖かい絵と生き生きとした文章で描かれた季節感溢
れる絵本をお楽しみください。

Informationふるさと文化の館情報
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＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」を
　ご覧ください。

福島県総合医療情報システム 検索

＊こども救急電話相談
　（毎日、19:00～翌8:00）
　プッシュ回線・携帯電話からは　♯8000
　アナログ回線からは　024-521-3709
　詳しくは「こどもの救急について」をご覧く
　ださい。

休日当番のお医者さん

バーコード認識機能で、携
帯電話から「福島県総合医療
情報システム」をご覧いただ
けます。

月　日 当 番 医 電話番号

５月13日㊐ まつえ整形外科
（田村市船引町） ☎81-1222

　　20日㊐
南東北病院附属
滝根診療所

（田村市滝根町）
☎78-2442

　　27日㊐
中央通りクリニック
やない

（田村市船引町）
☎81-2662

６月３日㊐ 春山医院
（三春町） ☎62-3239

　　10日㊐
さとう耳鼻咽喉科
クリニック

（田村市船引町）
☎81-1333

　　17日㊐ 島貫整形外科
（小野町） ☎72-2722

　　24日㊐ 青山医院
（田村市常葉町） ☎77-2015

平成24年４月１日現在
人　口　　10,890人（△24）
　男　　　 5,244人（△23）
　女　　　 5,646人（△ 1）
世帯数　　3,500世帯（△16）
（　）内は前月との増減
福島県現住人口調査結果から

小野町の人口

　■納め忘れのないように、ご確認ください。
　■納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

固定資産税（１期）
軽自動車税（全期）

納期限　5月31日㊍

募集 福島県警察官・警察事務
職員（大学卒程度）募集

　福島県警察では、平成25年４月
１日採用予定の福島県警察官Ａ（大
学卒または見込み）および警察事務
職員（大学卒程度）の採用候補者試験
を実施する予定です。
　採用予定人員や試験種目など詳し
くは、受験案内をご覧ください。
■募集職種
▷警察官Ａ
・受付期間　６月１日㊎まで
・第１次試験日　７月８日㊐
・受験資格
　昭和54年４月２日以降に生まれ
た方で、大学を卒業した方または平
成25年３月末日までに大学を卒業
する見込みの方
▷警察事務（大学卒程度）
・受付期間　５月18日㊎まで
・第１次試験日　６月24日㊐
・受験資格
　次のいずれかに該当する方
①昭和58年４月２日から平成３年

４月１日までに生まれた方
②平成３年４月２日以降に生まれた

方で、大学を卒業した方または平
成25年３月末日までに大学を卒
業する見込みの方

問福島県警察本部警務課採用フリーダ
イヤル　☎0120-276314

　町では、地球温暖化対策の観点か
ら、環境負荷の少ない持続可能なま
ちづくりを推進するため、太陽光発
電システムを導入する方に対して、
設置費用の一部を補助します。
■補助対象となる太陽光発電システム
・住宅の屋根などへの設置に適し

た、太陽光エネルギーを電気に変
換し、低圧または高圧の配電線と
逆潮流有で連携するシステムで、
電力会社と電力需要契約を締結す

るもの
・未使用のもの
■補助対象となる方
・自ら居住するまたは居住しようと
　する町内の住宅に太陽光発電シス
　テムを設置する方、町内の事業所
　等に太陽光発電システムを設置す
　る事業者
・町税を滞納していない方（申請者
　と生計を一にする方を含みます）
・以前、同一の種類の機器に対する
　町の補助金その他のこれに類する
　ものの交付を受けていない方
■補助金の額
・１kW当たり20,000円（個人は最大

４kW80,000円、 事 業 所 は ５kW
100,000円まで。端数については、
千円未満切り捨てます。）

※平成23年度の１kW当たり35,000
円から変更となっています。

※別途、国等の制度がありますので、
　お問い合わせください。
■募集期間　12月28日㊎まで
　補助金申請は先着順となります。
予算の範囲内での受け付けとなりま
すので、予定額に達した場合は、受
け付けを終了します。
■募集件数　26件
■注意事項
・補助金交付決定後に太陽光発電シ
　ステム設置工事に着手していただ
　きます。（申請日には、工事未着
　工であることが条件です。）
・平成25年３月10日までに実績報

告を提出していただきます。（平
成25年３月10日までに事業を終
了することが条件です。）

・すでに太陽光発電システムを設置
　した方は、補助金の交付対象とは
　なりません。
問企画商工課　☎72-6938

太陽光発電システム設置
補助制度補助

福島県　こどもの救急 検索
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ポリオ予防接種を実施し
ます健康

　第１回ポリオ（急性灰白髄炎）集団
予防接種を次のとおり実施します。
■実施日　５月24日㊍
■時間　13:30～14:30
■会場　母子健康センター
■対象児
　生後３カ月から７歳６カ月未満の
幼児（昭和50年から52年生まれの保
護者※１）
※お間違えのないようご注意くださ
　い。
※当日の駐車場は、役場前および母
　子健康センター前の駐車場をご利
　用ください。

※１　例外として、昭和50年から　
52年生まれの保護者は、ほかの年
齢層に比べ、ポリオの免疫が付いて
いない場合が多く、接種したお子さ
んの便などを介して感染するのを防
ぐため、任意で接種することができ
ます。
問健康福祉課　☎72-6934

　昨年度から、１歳から高校３年生
まで実施しているバッジ式積算線量
計の測定は、今年度は年４回、３カ
月ごとに実施します。線量計を利用
している方は、測定日にバッジをお
持ちください。日程などは次のとお
りです。なお小・中学生や町立幼児
施設のお子さんには各学校施設を通
してお知らせします。
■測定日
　６月12日㊋、13日㊌
　９月10日㊊、11日㊋
　12月10日㊊、11日㊋
　３月11日㊊、12日㊋
■時間　15:00～18:30
■会場　母 子 健 康 セ ン タ ー（ 第 ３ 会 議 室 ）
　また、この春高校を卒業した年齢
に該当する方（平成５年４月２日か
ら平成６年４月１日生まれ）には、
お貸ししている線量計の返却をお願
いしていますが、現在４割程度の回
収にとどまっています。まだ返却さ
れていない方は、線量を測定した上
で回収しますので、６月の測定日に
忘れずにバッジをお持ちください。
　なお今後も継続して使用を希望す
る方は、申請により引き続きご使用
いただけますので、測定日にお申し
出ください。
問健康福祉課　☎72-6934

バッジ式積算線量計の測
定を行います健康

募集 平成24年度国家公務員
「税務職員採用試験（高校
卒業程度）」のお知らせ

　仙台国税局では、バイタリティあ
ふれる税務職員を募集しています。
　税務職員は、国の財政を支える重

要な仕事を担い、国税局や税務署に
おいて、調査・徴収や指導などを行
う税のスペシャリストです。
■受験資格
①試験年度の４月１日において、高
　等学校または中等教育学校を卒業
　した日から起算して３年を経過し
　ていない方および試験年度の３月
　までに高等学校または中等教育学
　校を卒業する見込みの方
②人事院が①に掲げる方と同等の資
　格があると認められる方
■受験申込受付期間
▷インターネット申し込み
　６月26日㊋～７月５日㊍
▷郵送・持参申し込み
　７月２日㊊～７月10日㊋
■受験申込書
①受験申し込みは、人事院宛てに原
　則インターネットで申し込んでく
　ださい。
　インターネット申し込み専用アドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html

②郵送または持参する場合は、最寄
　りの税務署、仙台国税局人事第二
　課または人事院東北事務局へ受験
　申込書を請求してください。
問人事院東北事務局　☎022-221-2022
問仙台国税局人事第二課試験研修係
☎022-263-111（内線3236）

「キッズ・クラブ」に遊びに来ませんか？　「キッズ・クラブ」は、０歳から就学前のお子さんと

広
　
告
　
欄

ご家族の方を対象に、母子健康センターで毎月１回開催しています。
　活動内容は、子育て支援ボランティアサークルの皆さんにより、
リズム遊びや製作遊びなどで楽しく遊び、お母さんたちにとっては
育児情報の交換の場となっています。
　初めての方も参加できますので、お気軽に遊びに来てください。
　日程は「おのまち健康カレンダー」でご確認ください。
◆遊びの予定（予約不要）
　５月23日　かえるがびょ～ん（製作遊び）
　６月20日　紙コップでケロケロかえるを作ろう（製作遊び）

問健康福祉課　☎72-6934



18ONOMACHI　May_2012

消防 住宅用火災警報器を設置
しましょう

　住宅用火災警報器の設置は、昨年
の６月１日からすべての住宅に義務
付けられています。
　住宅用火災警報器を設置していた
ことによる奏功事例も多くあります
ので、尊い生命、貴重な財産を守る
ため、まだ設置していない住宅には、
今すぐに設置してください。
◎住宅用火災警報器を設置すると
・火災を早く発見し、早い避難がで
　きる。
・早い通報や初期消火により被害の
　軽減につながる。
・留守のときなど、隣近所などが警
　報音で異常に気付くことがある。
‐第42回私たちの防火標語

　住宅用火災警報器賞‐
『警報器　みんなの安全　見守り隊』
（田村市立船引中学校　助川美里さん）
問郡山市消防本部予防課　☎024-923-8172

　平成24年４月から森林の土地の
所有者となった方は、市町村長への
事後届け出が義務付けられました。
■届け出対象者
　個人・法人を問わず、売買や相続
などにより森林の土地を新たに取得
した方は、面積にかかわらず届け出
をしなければなりません。
■届け出期間
　土地の所有者となった日から90
日以内に、取得した土地のある市町
村の長に届け出をしてください。届
け出をしない、または虚偽の届け出
をした場合は、10万円以下の過料
が科せられる場合がありますので、
ご注意ください。
　詳しくは、お問い合わせください。
問農林振興課　☎72-6935
問福島県県中農林事務所
　森林林業部林業課　☎024-935-1370

森林の土地を取得したと
きは届け出が必要です産業

災害がれきの集積と搬入
についてくらし

　町では昨年度に続き、地震により
家屋等の損傷で発生した、がれき類
の無料受け入れを実施します。
　がれき類の集積所への搬入（持ち
込み）を希望する方は「災害がれき搬
入申請書」に必要事項をご記入の上、
町民生活課へ申請してください。
　なお集積所への搬入については次
のとおりです。
■搬入集積所（持ち込み場所）
　JT日本たばこ（旧専売公社）跡地
■搬入できる日
▷平日
　４月16日から11月15日までの月
曜日から金曜日まで
　9:00～16:00
▷休日
　４月29日㊐、５月６日㊐、６月
10日㊐、７月８日㊐、８月５日㊐、
９月９日㊐
　9:00～16:00　　　
■搬入（持ち込み）できるもの
　瓦、コンクリート破片、ブロック、
モルタル類（ほかの廃棄物は受け付
けできません）
■注意事項
・事前に町へ必ず申請書を提出して

ください。申請書は町民生活課窓
口に用意してあります。

・搬入する場合は、町民生活課へ事
前連絡ください。

・集積所への搬入（持ち込み）、荷降
ろしは各自で行ってください。

・がれき類は、それぞれ分別して搬
　入してください。
・袋詰めで搬入した場合、空き袋は
　持ち帰りください。
・専門業者が取り扱うがれき類は受
　け付けできません。

　ご不明な点は、お問い合わせくだ
さい。
問町民生活課　☎72-6933

自動車税の納期は５月31
日です。早めに納めま
しょう！！

税

　平成23年度は東日本大震災の影
響により課税を延期しましたが、平
成24年度は５月31日㊍を納期限と
して課税を実施します。
　自動車税は４月１日（午前０時）現
在で運輸支局の登録名義人、所有者
等が納めることになっています。
　納税通知書は５月上旬に送付しま
すが、転居などにより届かない場合
には、福島県県中地方振興局県税部
課税第二課までお問い合せください。
◎自動車税の減免制度について
　一定の要件に該当する障がいのあ
る方のために使用される自動車につ
いては、納税義務者の申請により自
動車税が減免される制度がありま
す。申請期間は、４月２日から５月
31日までです。
問福島県県中地方振興局県税部課税第二課
郡山市麓山１丁目１番１号
☎024-935-1261・1264

　行政相談は、役所（国、県および
市町村）や特殊法人などの仕事に関
して、苦情や困っていること、心配
なこと、分からないこと、要望した
いことなどについて相談に応じ、そ
の解決をお手伝いするものです。　
　行政相談員は、いつでも自宅で相
談に応じますのでお気軽にご相談く
ださい。
　また次により相談所を開設します
ので、ぜひこの機会にご利用ください。
■行政相談員　
　過足義夫氏
　（浮金字宇東50番地　☎73-2515）
■行政相談会
▷日時　５月14日㊊10:00～15:00
▷場所
　多目的研修集会施設( １階・青年
婦人研修室)

相談 悩みや苦情はまず
相談！
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　通学路・公園などにおける放射線
量の低減活動を行うボランティアに
対し、財政的な支援を行う福島県補
助事業「線量低減化活動支援事業」
が、昨年度に引き続き行われます。
制度の主な内容は、次のとおりです。
■対象者
　行政区等地域住民団体、PTA等
保護者団体、地域づくり団体など
■事業期間　12月まで
■補助限度額
　１事業実施団体につき50万円（た
だし２回目実施の場合は25万円）
■補助対象事業
　放射線量の低減のための活動
※効果確認のため、作業実施前後の
　放射線量測定が必須となります。
問町民生活課　☎72-6933

ボランティアによる除染
活動を支援します
除染線量低減化活動支援事業

補助

◎住宅・併用住宅（居住部分が全体
の２分の１以上）の浄化槽（市町村設
置型浄化槽）
　平成24年度に事業を実施される
場合は７万円の設置奨励補助金があ
ります。
　浄化槽は町が設置・維持管理しま
す。
■対象
　居住用の住宅の浄化槽であること

（事業用住宅は除く）。
■設置分担金
▷５～10人槽　250,000円
▷10人槽以上　別途ご相談ください。
■浄化槽使用料
▷５人槽　3,465円／月
▷７人槽　4,725円／月
▷10人槽　5,040円／月
▷11人槽以上　別途ご相談ください。
＊管理の内容は浄化槽の保守点検、

清掃（汚泥抜き取り）、法定検査を
含みます。

◎事業所・店舗等の浄化槽（個人設
置型浄化槽）
　合併処理浄化槽の設置費用の一部
を助成します。
■対象
　事業所、店舗など事業用の浄化槽
(50人槽以下)であること（店舗等併
用住宅の場合、居住部分が全体の２
分の１未満で11人槽以上の浄化槽
であること）。
・事前に補助申請をし、事業完了後、
　補助金を交付します。
・維持管理は、設置者の責任で行わ
　なければなりません。

　詳しくは、広報「おのまち」４月号
をご覧ください。
問地域整備課　☎72-6936

合併処理浄化槽事業のお
知らせ補助

風水害の備え消防

　台風・集中豪雨による風水害に併
せて、近年は局地的大雨による急激
な増水から、建物への浸水被害など
がたびたび起きています。
　被害を少なくするため、日頃から
備えておきましょう。
◎早めの避難が命を救う
・避難場所の位置や避難経路を日頃

から確認する。
・避難勧告・避難指示などの発令が
　あった場合は、すぐに安全な場所
　に避難する。
・気象情報などをチェックし、危険
　と思われる場合は速やかに避難する。
◎高齢者の被災を減らすために
・高齢者や障がい者など災害時要援

護者が迅速・安全に避難できるよ
う、地域での助け合いの体制を構
築する。
◎被害を減らすために
・非常持出品をすぐに持ち出せるよ
　うにしておく。
・自宅が孤立しても生活できるよ

う、水・食料品などの非常備蓄品
を備えておく。

問郡山消防本部消防課　☎024-923-8173

　JNNふるさと紀行において、タレ
ントの角田信朗さんとTUFアナウン
サーが郡山市、田村市、三春町および
小野町の観光地を巡り、それぞれの地
域の魅力を伝える紀行番組が放送され
ます。小野町の観光地を巡る様子も放
映されますので、ぜひご覧ください。
詳細は下記のとおりです。

JNNふるさと紀行
『来てみっせ！　トキメキふくしま中通り　ど真ん中』

が放映されます

○番組名
　JNNふるさと紀行『来てみっせ！　トキメキふくしま中通り　ど真ん中』
○放送日
　６月９日㊏　12:00～12:54　放送局：BS-TBS
　６月13日㊌　19:00～19:54　放送局：テレビユー福島

撮影の様子
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学生納付特例制度
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。

講習会の様子
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多目的研修集会施設
母 母子健康センター
子育て支援センター

役 役場
子 研
保
ふ ふるさと文化の館
保健福祉センター プ 海洋センタープール

町 町民体育館
グ 多目的グラウンド

行事
カレンダーCalendar

月　日 行　　　事

5/16㊌ 母  ３カ月児健診（受付13:00~13:30）
役  窓口延長日（19:15まで）

    17㊍ 保  おやつ教室（受付10:00~10:15）
    18㊎
    19㊏ ●小学校運動会（飯豊小・小野新町小・夏井一小）
    20㊐ 役  窓口開庁日（8:30~17:15）
    21㊊

    22㊋ 子  あそびの広場（9:30~11:30）
母  1歳６カ月児健診（13:00~13:30）

    23㊌ 役  窓口延長日（19:15まで）
    24㊍ 母  ポリオ集団予防接種（13:30~14:30）
    25㊎ 研  ヘルスアップ運動教室（13:30~15:30）

    26㊏
●小学校運動会（浮金小）
プ  オープン
子  あそびの広場（9:30~11:30）

    27㊐ ●高柴山山開き（安全祈願祭10:00~）
    28㊊

    29㊋ 子  あそびの広場（9:30~11:30）
母  こころの相談室（10:00~12:00）

    30㊌ 役  窓口延長日（19:15まで）

　   31㊍ 研  精神保健デイケア（10:00~14:00）
ふ  休館日

6/  1㊎ 母  健康相談日（9:00~17:00）
母  人権相談（10:00~15:00）

       2㊏ ●矢大臣山山開き（安全祈願祭10:00~）
子  あそびの広場（9:30~11:30）

       3㊐ 町 グ  第41回行政区対抗壮年ソフトボール・家庭バレーボール大会
       4㊊ 研  ヘルスアップ運動教室（13:30~15:30）

       5㊋ 子  あそびの広場（9:30~11:30）
母  ３歳児健診（受付13:00~13:30）

       6㊌ 役  窓口延長日（19:15まで）
       7㊍
       8㊎ 　
       9㊏ 子  あそびの広場（9:30~11:30）
     10㊐ ●日影山ふれあい登山
     11㊊ ●献血

     12㊋ 子  あそびの広場（9:30~11:30）
母  バッジ式線量測定【一般】（15:00~18:30）

     13㊌
母  離乳食教室（受付10:00~10:15）
母  バッジ式線量測定【一般】（15:00~18:30）
役  窓口延長日（19:15まで）

     14㊍
     15㊎

お誕生おめでとう
氏　　名 父　・　母 行政区

会田みりや　　　　 辰　也・ジェニファー 吉 野 辺

新田　弥菜（み　な） 泰　通・朝　美 浮 金

遠藤　柊護（とうご） 周　平・亜由美 浮 金

國分　孝春（たかはる） 光　孝・春　蓮 小野山神

（３月届出分）

おくやみ申し上げます
氏　　名 年　齢 行政区

國府田　ヤ　ス 99 上羽出庭

� （２月届出分）
村　上　善　喜 98 本　　町

草　野　　　綾 88 中　　通

猪　狩　倉　代 82 小野赤沼

先　﨑　キ　ヨ 83 皮 籠 石

吉　田　タ　ク 80 飯 豊 上

二　瓶　ハルイ 86 飯 豊 中

宗　像　英　弘 80 南田原井

笠　巻　ハナ子 96 南田原井

横　田　善　徳 89 南田原井

（３月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
　います。

小野小町ふるさと応援寄付金

　「小野小町ふるさと応援寄付金」へご協力をい
ただき、小野町を応援していただいています。
　寄付金を納入いただき、広報紙への掲載承諾
があった方は次のとおりです。

　先﨑　　賢　様（千葉県船橋市）
　藁谷　照男　様（東京都練馬区）

　３月に実施した水道水の水質検査の結果は、
次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
塩化物イオン 200mg/l以下 9.5mg/l
有機物（TOC） 3mg/l以下 0.6mg/l
PH値 5.8～8.6 7.2
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1度
濁度 2度以下 <0.1度

上水道水質検査結果

問地域整備課　☎ 72-6936
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高柴山山開き

矢大臣山山開き

日時　５月 27 日㊐ 10:00 ～
　　　山頂で安全祈願祭を行います

先着 900 人に記念品をプレゼントします。

※混雑防止のため、山開き当日は登山者駐車場
　を閉鎖します。車でお越しの場合は、臨時駐
　車場をご利用ください。日時　６月２日㊏ 10:00 ～

　　　山頂で安全祈願祭を行います

先着 300 人に記念品をプレゼントします。

※毎年、５月の第３日曜日に開催していました
　が、今年からツツジの開花時季に合わせ、６
　月の第１土曜日に変更になります。

問小野町観光協会事務局
（企画商工課）
☎ 72-6938
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この印刷物は、FSCʀの基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。


